
はじめに 
 

今まさに荒川区は、まちが質的に大きく変化していく潮目の時期を迎えています。 

それは、これまで住工商が共存して発展してきた中で、事業所数の減少、再開発事業や住

宅の建て替えなどの進行、それに伴う子育て世代を含む転入人口の増加等の現象として現れ

ています。 

 儒教の原典とされる五経の一つ易経の中の言葉に、「窮則変 変則通（窮すれば則ち変ず。

変ずれば則ち通ず）」とあります。これは、物事に行き詰まってしまったときは変化しなけれ

ばならない。変化することが事態を打開することにつながるのだ、ということを意味するも

のであります。 

時代や社会の変化は避けられないものです。そして、それが自治体経営に重くのしかかっ

てくることも覚悟しなければなりません。私は、これらは時に非情な側面を見せる一方で、

思わぬチャンスをもたらすものであり、むしろ積極的に変化を受け入れなければならないと

考えます。変化を拒絶し、従来の手法に拘泥
こうでい

したり、変化を見落としてしまうと、「区民を幸

せにする」チャンスを失うことになります。すなわち、変化の予兆を敏感にとらえ、新しい

潮流に的確に対応していくことこそが必要なのであります。 

荒川区では、この度、時代の趨勢
すうせい

と区内外の社会経済状況の変化等を踏まえ、おおむね 20

年後の区の目指すべき将来像を「幸福実感都市あらかわ」とする新たな基本構想を策定いた

しました。この基本計画書は、基本構想に掲げる「幸福実感都市あらかわ」を実現するため、

六つの都市像ごとに、施策の体系と方向性、目標とする指標、区政全体を先導するプロジェ

クト等を明らかにしており、いわば、区の将来像を実現するための戦略書と言えるものであ

ります。 

私は、今後、基本計画に掲げる施策を積極的に具体化することにより、区民の皆様が真に

幸せを実感できるまちの実現に向け、区議会並びに区民の皆様とともに全力で取り組んでま

いりたいと考えておりますので、更なる御支援と御協力をお願いいたします。 

 

平成１９年３月 

荒川区長  西 川 太 一 郎 
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